




要約:HBe 抗原陰性キャリア妊婦からの出生児に対して HBIG を出生時に 1回接種し、HB ワ

クチンを生後 2ヵ月、3ヵ月、5ヵ月にそれぞれ接種する方法(プロ.トコール 1)と、HB ワ

クチンを 1ヵ月早めて開始する方法、即ち出生時に HBIG を接種し HB ワクチンを生後 1ヵ

月以内、2 ヵ月、4 ヵ月に接種する方法(プロトコール 2)について比較検討した。プロト

コール 1 でワクチン 3 回接種終了後 2 ヵ月(生後 7 ヵ月)の HBs 抗体は単純平均 20.1±

4.2(RIA、cut off index)で、プロトコール 2 でワクチン 3 回接種が終了し、2 ヵ月後(生

後 6 ヵ月)の HBs 抗体は単純平均 19.O±5.1(RIA、cut off index)で有意差を認めなかっ

た。遺伝子組み替えワクチンであれば投与開始を早めても充分の効果があると考えられた。


